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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　In　Japan 　pe叩 le　are 　 associated 　 nurses 　 with 　 a　 white 　 uniform ，　 white 　 nurses
卜
cap 　 and 　 white 　 stQkings 　 in　 most

cases 　 and 　there 　is　 no 　 sige 　 of　 change 　the　irnage　 of 　the　 nurse 　in　 over 　50　years．

　The　pupose 　of 　this　rcsearch 、vas 　to　investigate　hQw　nurses 　have　the　irnage　of　the　nurse 　in　reality ，　 in　ideal
and 　in　 mass 　 meda ．　 The 　 sample 　consisted 　 of 　l71　female　 nurses 　 worked 　 at　 several 　hospitals．The　questiQnnaire

packet　used 　in　this　rescarch 　made 　by　the　rescarcher ．　It　has　64　items　in　each 　3　caLegories 　such 　 as 　in　 reality ，
in　ideal　 and 　in　mass 　 media ．In　 rea ！ity，　 sublects 　 were 　 associated 　 nurses 　 with 　 a　 strong 　 physical 　 fitness，　 busy，

powers 　 of　 observation 　 and 　 so 　 on 　 strongly ．　 In　 idcal，　 sublects 　 are 　 associaled 　nurses 　 with 　 a 　white 　 nurses

unif 〔〕rm ，　 a　cap 　 and 　 a　 shoes 　 and 　 so 　on 　strongly ．　In　 mass 　 medhia ，　 sublects 　 are 　 associated 　 nurses 　 with 　 a　 white

nurses
’

unirorm ，　 a 　 cap 　 arld 　 a 　shoes 　 and 　 sQ 　 Qn 　 strQngly ，　The 　findings　 of 　this　research 　suggest 　that　the　image

of　the　 nurse 　 of 　 nurses 　is　great　different　among 　in　 reality ，　in　 ideal　 and 　 in　 mass 　media ，
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は じめ に

　看護職の イ メ
ージ に関す る研究 に取 り組む必然性を

見 い だ した き っ か け に は，次 の こ とが 存在 して い る 。

平成8年度 に 開学 した新設看護大学と して 学生の 臨床

実習に あた り， 実習時に 着用す る実習着 。服装 （以後

ユ ニ フ ォ
ーム とする）につ い て ，教員，学生共 に考え

る機会を持 っ た こ とに 発 っ した 。

　看護学生の ユ ＝ フ ォ
ーム と い え ば大方， 看護婦と同

様の 服装が踏襲され，きわ め て 細か な服装の 制約，鯖

服 の 中で 看護 の 実習 ・教育 が 行 われ て きた 経緯 が あ

り
1｝，現在に お い て も一部の 看護系大学を除 い て ほ と

ん ど変化は見られ て な い
2）

。 ま た，わ が国の看護婦の

外見 は
“
自衣 ・キ ャ ッ プ〈以後 白衣 とす る〉

”
少 な く

と も過 去50年，ほ と ん ど変 わ っ て い な い
3）と の 指摘 も

さ れ て 久しい。不変的な看護婦 の 外見か ら発っ す るイ

メ
ージ は，女性とい え ば看護婦と言う意味

‘ 〕
の 強調で

あ り，他 の 女性管 理 職 や 専門職者 に 見 られ る知的，積

極的，自立的と い っ た イ メ
ージは見え に くい ％　こ れ

らの イ メ
ージ は，歴史，特に 女性史，社会 ・文化 ，

ジ

エ ン ダー，女性と労働などの 影響や そ の 他，多くの 要

因 か ら形成 され て い るこ とを文献か ら検討 し本学紀要

1号に報告した ％

　イ メ
ージは他者と の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 重要な役

割を果 た す と い われ て お り
δ），専門職を指 向す る もの

で あ れ ば職業 ， 役割に っ い て の イ メージ は重要で あ る。

特に高齢化社会に よ り看護を提供す る場が地域社会に

拡大 して い る現在，看護職 自身 は 利用者 に
“
どう見 ら
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れた い か，どうい うイ メージで あ りた い か
”

な ど，看

護職 自身 が 考 え る こ と が 重要 で あ ろ う。 こ の よ うな 看

護婦自身が描 く現実の 看護婦縁 （以後現実像）， 理想

と す る像 （以 後理想像）， テ レ ビ の ド ラ マ
， 新聞，雑

誌 な ど マ ス ・メ デ イ ァ の 中 に 描か れて い る像 （以後 メ

デ ィ ア 像） な どにっ い て の 研究 は見 られ ず，イ メ ージ

に関す る違い を明らか に す る こ とに研究の 意義を見い

だ した 。

1．研究 目的

　看護婦自身が抱く看護婦の 現実 ・理 想 ・メ デ ィ ア に

お げる イ メ
ージ を 調査 ・分析 しそ の 違 い を 明 らか に す

る こ と を目的 と した。

研究方法

1．調査項 目の 選定

　イ メ
ージ の 概念 ・枠組み を心理学的 に検討 し，表象

像を イ メージ と して用 い る こ と と し
T ），次に 日米に お

け る看護婦 イ メ
ージ関連す る 研究 （和文70編，欧文20

編）の 文献検討を行 っ た 。 そ して，1991年度以降の 看

護イ メ
ージ に 関連す る調査研究25編を検討 し， さ らに

イ メ ージ調査 の 対象が 異 な る論文，看護学生 看護婦，
一

般社会人 ， 大学生 ， 男子看護学生な どに おけ る調査

項目を検討 （谷ら
s 〕

， 石井 ら
9 ）

， 真鍋ら
1°｝

， 小野寺 ら
ID

，

縄 ら
12〕
） を した 。 項 目に は，多 く使用 さ れ て い る形容

詞，形容動詞を抽出 し44項 目を採用す る こ ととした。

さ らに ， 前述の 論文で は使わ れ て こ な か っ た ， ま た ，

44項目に お お よ そ 相反す る イ メ
ージの 同 じ く形容詞，

形容動詞を検討 し，卑わ い
， 陰険，威圧的など20項目

を独自の 項目 と して 加え た 。 表 2 の 項 目番号 に 独自の

項 目は ＊ 印を記 し示 した。最終的に，あわせ て64項目

に よ る質問紙を作成 した 。

　さ らに，看護職 の 仕事 を利用者に 絵で 分 か り易 く説

明 ・紹介 して い る米国 の 例を参考 に して ，10の 場面

（図 1）を現実 の 看護職の イ メ ージ として 表 した独自

の 図 を作成 した 。

　現実像，理想像， メ デ ィ ア 像 の 3 っ の 側面 か ら，

「弱い （1）・一強 い （4）」 の 4 段階で評定 を添付 し た
。 絵 に

っ い て も同様 に 4段階評定を添付 し，最後 に，イ メ
ー

ジ に 関する自由記載欄 を設 けた 。

2 ．躙 査 の対象者

　調査の 対象は，100床以上 の 病院， 5 ケ 所 の 看護職

とし，対象の 勤務地は都市部と郡部に 分散し，地域的

なバ ラ ン ス を図り実施した （表 1）。

　調査 の 回収率 は91．7％で 188名，そ の うち 有効回答

者は177名 で ある が今回の 分析対象は女性の み 171名と

した 。

3 ．調査 の 手続 き

　調査 は各施設に倫 理 的配慮面 か ら検討 の うえ で承諾

を得て ， 協力を得られ た人 に無記名，封書に よ る郵送

で 行 っ た 。

　調査期間は平成 9 年 1 月〜平成 9年 3月 の 3 ケ 月間

と した 。

4 ．分析方法

　各像 の 64項 目，全 て の 平均値 と標準偏差を算出 し，

各項目毎に現実像と理想像の問で F 検定を実施した の

ち に
， 対応 の あ る t 検定を行 っ た。 次 に 現実艨とメ デ

ィ ア 像 との 間で F 検定をした の ち に対応 の あ る t検定

を実施 した 。

　絵に よ る看護職 の 現実像 の 10項 目に っ い て は，平均

値と標準偏差 を算出した 。

結　　果

1，調査対象 と背景

　対象の 年齢層は，20− 30歳代が 121人 （70％）で あ っ

た 。

　 （平均年齢 ： 33．75歳，20歳〜59歳 ま で ）

　看護職 の 資格 で は，看護婦が 144人 （84％） で ほ と

ん ど で あ り，次 い で 准看護婦，助産婦，保健婦， また ，

救命救急士，養護教諭 な ど の 資格 を 有す る もの も少数

い た 。

　学歴 で は高校卒業後 に 看護専門学校 で 学ん だ者が

122人 （71％） で あ り，短期大学，大学以上の 人 も少

なか らず い た 。

　職位 で は役職 に つ い て い な い 一
般 の 看護婦が 134人

（78％） と ほ とん どで あ っ た。

　勤務場所は病棟勤務が 146人 （85．4％） で あ り病棟

の 診療科は内科，外科病棟と標榜 して い て も混合病棟

が多 く，セ ン タ
ー的機能を有して い る と こ ろが多か っ

た 。 そ の 他 と して，転職 の 経験，職場 を変 え た こ との

経験が ない 人が 103人 （60％）， 1回の 転職は36人 （21

％）， 3 回以上は18人 （10．5％）が い た 。

　職場 の ユ ニ フ ォ
ーム に 関す る 背景 と して は，全 員 が

白の ユ ニ フ ォ
ーム を着用して い た 。 そ の うち規定 の 服

装で あ る と回答 した人は 145人 （84，7％〉で あ り， 選
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表 1　 調 査対象の 施 設背景

病 院の 種類 設立 主体　 　所 在地 　 分 析数 （人）

1．一
般病院

2．　 ・般病院

3．　 般 病院

4，一
般 病院

5，　 般病院

医療法人

共済 組合

共済 組合

市町 村

福祉法人

（高 度総合診 療施 設）

町

内

内

町

市

A

都

都

BH

人

人

人

人

人

0
　

0
　

4．
　

1
　ρ
0

5
　

2
　

4
　

3
　

2

合計171 （女性の み）

＊ 配布数205， 回収数 188 （91．7％）， 有効回答者177

択枝 の あ る 自由の 人が 26人 （15．2％） い た。キ ャ ッ プ

に 関 して は規定 で着けて い る場合が125人 （73％），キ ャ ッ

プ は自由で 着けて い な い は46人 （26，9％）で あ る。キ ャ ッ

プ に関 して は，対象施設 5 ケ 所 の うち，2 ケ 所 は 自由

とす る方針を表明し，決定 に い た る過程 に お い て は，

看護部 と して 利用者で あ る患者，家族 へ の 影響を考え

勉強会を設け て 実施した 経緯 と ，
キ ャ ッ プ の 着用を自

由と した後の 利用者の 反響を調査 し，結果を提示して

い た 。

2 ．現実像

　全64項目の 平均点±標準偏差 は，表 2 の とおりで あ

る 。 64項 目の う ち平均点が 3．5点 以 上 の 項 目を 高 い 順

に 列挙す る と，「24．体力 が 必要 な 」，「26．忙 し い 」，

「55．観察力を要す」，「1．白衣」，「15．責任感 の ある」

の 5項目で あ っ た 。

一方， 平均点 が 1．5未満の 項 目 を

低 い 順 に 列挙す る と，「14  卑わ い 」，「12’．めめ しい ⊥

「4tt セ ク シ ーな 」，の 3項 目で あ っ た 。

3 ．理 想像

　全64項 目の 平均点±標準偏差は，表 2 の と お りで あ

る。 64項 目の うち平均点が 3．5点以上の 項目を高い 順

に 列挙す る と，「55．観察力 を 要す 」，「22．正 確 な 」，

「15．責任感の ある」， 「40．専門的」， 「56．技術の 熟達」，

「20．健康的な 」，「25．あ た た か い 」，「21．や りが い の あ

る」，「10．清潔 な 」，「39’．コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が上手1，

「11．明る い 」， 「24．体力が 必要な」，「46．テ キ パ キ」，

「52．自立 」，「16．活発 な」，「9．誠 実 な 」，「59．親 しみ や

す い 」，「7．やさしい 」，「38，応用力が ある」，「57，信頼

で きる 」， 「45．さわ や か」， 「18，知的な 」，「64．将来性

の あ る」，「34．協調性の あ る」， 「48．勤勉な」 の 25項目

で あ っ た 。

一
方，平均点が 1．5未満 の 項目 を低 い 順 に

列挙す る と
， 「12

’
，め あ しい 」， 「14t 卑 わ い 」， 「22t．

恐ろ しい 」，「27t．陰険な」，「23．冷た い 」，「4P ．セ ク

シ ーな」 の 6項目で あ っ た。

4 ．メ デ ィ ア像

　全64項目の 平均点± 標準偏差 は ， 表 2 の と お りで あ

る。64項 目の うち平均点が3．5点以上 の 項 目を高 い 順

に 列挙す る と
， 「1．白衣」， 「2．キ ャ ッ プ 」， 「4．白い靴」，

「11．明 るい 」，「5’．美人」の 5項目で あ っ た。

一
方 ，

平均点が 1．5未満の 項目は全くな い
。

5．現実像 と理想像 と の 比較

　現実像の 得点が 理 想像の そ れ よ り有意 に 高か っ た項

目は，「1．白衣」，「2．キ ャ ッ プ」，「3，白い 靴」，「12’．

め め しい 」，「14t．卑 わ い 」，「23．冷 た い 」，「26．忙 しい 」，

「27’．陰険な」，「30．危険 の あ る」，「32，低賃金 の 」，

「42．汚い 」，「43t 従順」，「49°．保守的」，「51．気が 強

い 」，「58’．威圧的」，「62’．恐ろ しい」（以上，pくO．OOI），

そ して ，「3．白い ス ト ッ キ ン グ」，「44ホ．プ ラ イ ドが高

い 」（以上 ， p〈0．01） の 18項目で あ る 。 そ して ， 「41’．

セ ク シ ーな」（以上，p＜0．1） の 1項 目で あ っ た 。

　
一
方，理想像の 得点が現実像の それ よ り有意に高か っ

た項目は，「6．清楚な」，「7．や さ しい 」，「8’．た くま し

い 」， 「9．誠実な 」， 「10，清潔な 」， 「11．明 る い 」， 「13．

か わ い い 」，「15．責任感 の あ る 」，「16．活発 な 」， 「18．

知的な」， 「19‘．育 ちの 良 い 」，「20．健康的な」，「21，や

り が い の あ る 」， 「22．正 確 な 」， 「25．あ た た か い 」，

「28’．楽し い 」，「29’．緻密な」，「31．安定 し た 」，「33．

探求的な」，「34．協調性の ある」，「36’．経済的観念 の

あ る1， 「37．理 性的」，「3＆応用力 が あ る」， 「39’．コ ミュ

＝ ケ
ーシ ョ ン が上手」，「40．専門的な」，「45，さわ や か」，

「46．テ キ パ キ」，「47．科学的な 」， 「48．勤勉 な 」， 「50．

価値 の あ る 」，「52，自立」，「53．倫理的」，「54
’
．理 論的」，

「55．観察力を要す」，「50．技術の熟達」，「57，信頼で き

る」， 「59，親 しみ や す い 」， 「60’．研究的」， 「63．女ら し

い 」，「64．将来性 の あ る 」（以 上 ，p＜0．DO1），「5竃．美

人」（以上，p〈0．05） の 41項目で あ っ た。

　な お ， 両群間で 有意差の な か っ た 項目は，「17．き び

しい 」，「24．体力が 必要 な」，「35’．管理的」，「61’

，個

性的」 の 4項目で あ っ た。

6，現 実 像 と メ デ ィ ア像 との 比 較

　現実像の 得点が メ デ ィ ア 像の そ れ よ り有意 に 高か っ

た項目は
， 「8 ’

．た くま しい 」，「15．責任感 の あ る 」，

「21．や りが い の ある」，「22．正確な」，「24．体力が必要

な」，「26．忙 しい 」，「29‘．緻密な 」， 「30，危険の あ る1，

「32．低賃金 の 」，「33，探求的な 」，「34．協調性 の あ る」，
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表 2　現 実像 。理想像・メ デ ィ ア 像に おけ る平均点 と標準偏差

現実像 理想像 メ デ ィ ア像
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キ ャ ッ プ
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白 い 靴 （ナ ース シ ュ
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清楚な

や さ し い

た くま しい
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明 るい
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・
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．
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222222
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31． 安定 した
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38．　応用 力が あ る

39’．コ ミ ＝ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 上手
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41’，セ クシ ーな
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表 3　現実像と 理 想像お よび メ デ 1 ア 像 と の 2 群間で の 比較

白衣

キ ャ ッ プ

白い ス ト ッ キ ン グ

白 い 靴 （ナ ース シ ュ
ー

ズ）

美人

清 楚 な

や さ しい

た くま し い

誠 実 な

清潔な

明 る い

め め し い

かわ い い

卑わ い

責任 感の あ る

后発 な

き び しい

知 的な

育 ちの 良 い

健康的な

や りが い の ある

正確 な

冷た い

体 力が必 要 な

あ た た か い

忙 しい

陰険 な

楽 しい

緻密 な

危険の あ る

安定 した

低賃金 の

探求的な

協調性 の あ る

管理 的

経済 的観念の あ る

理性 的

応 用力が あ る

コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン が上 手

専門的
セ ク シ

ー
な

汚い

従 順

プ ラ イ ドが 高い

さわや か

テ キ パ キ

科学 的

勤勉な

保守的

価値の ある

気 が 強 い

自立

倫理 的

理論的

観察力を要す

技 術の 熟達

信頼で きる

威 圧的

親 しみ やすい

研究的

個 性的

恐 ろ しい

女 ら しい

将来性の あ る
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t
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’
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韓
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p＜0．1，
拿
p〈 0．05，

畔
p〈0．01，

’掌’
p＜0．001，

腫
non 　significant
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「35
’
．管理 的」，「36’．経済的観念 の あ る」， 「38．応用力

が ある」，「40．専門的な 」，「42．汚 い 」，「46．テ キパ キ」，

「48，勤勉 な」，「50．価値の ある」，「51．気が強い」，「52．

自立」，「53，倫理的」，「54’．理 論的」， 「55．観察力を要

す」，「56．技術の 熟達」， 「57．信頼で きる」，「60’．研究

的」，「64．将来性の あ る 」 （以上 pくO．OOI），「18，知的

な」， 「25．あ た た か い 」，「37，理性的」 （以上 p＜O．Ol），

「20．健康的な」（以 上，p〈0．05） の 32項目で あ り， こ

の よ うな 傾向が あ っ た 項目が 「17．きび しい 」， 「31．安

定 した 」， 「47．科学的 な」 （以上 ， p＜0、1）の 3項 目で

あ っ た 。

　一
方，メ デ ィ ア 像の得点 が 現実像 の そ れ よ り有意に

高か っ た項目は ， 「2．キ ャ ッ プ 」，「3．白い ス ト ッ キ

ン グ」，「4 ．白い 靴」，「5 ’
．美人」，「6．清楚な」，「7．

や さ しい」，「12’．め め しい 」，「14’．か わ い い 」， 「1ゲ．

卑わ い 」，「19’．育 ち の 良 い 」， 「2  ，陰険 な」，「4r ．セ

ク シ ーな」，「44
＋
．プ ラ イ ドが高 い 」， 「63．女 ら し い」

（以上 ， p＜0．001），「IL 明 るい 」，「23，冷た い 」， 「43  

従順」，「62’．恐ろ しい 」（以上，pく0．01），「28隼．楽 し

い 」， 「45．さわやか 」（以 上，p〈0．05） の 20項 目で あ

り，こ の よ う な傾向があ っ た項 目が 「1．白衣」（以上，

p〈0，1） の 1項 目で あ っ た 。 なお，両群間 で 有意差 の

な か っ た項目は 「9，誠実 な 」，「10．清潔な」，「16．活

発 な 」，「39’．コ ミュニ ケーシ ョ ン が 上 手」，「49’．保守

的」， 「58‘．威圧的」，「59．親しみ や す い 」，「61’．個性

的」 の 8項目で あ っ た 。

7．絵 に よる現実像

　絵に よ る現実像 の 10項目の 平均値と標準偏差は， 絵

1 （脈拍 ， 体温 等の 測定） は ，3．68± 0．56点，絵 2

（状態 の 聴取） は 2．75± 0．96点， 絵 3 （与薬，薬 の 管

理 ） は3．52± 0．67点，絵 4 （輸液の 管理）は3．79± G．4

5点，絵 5 （検討会 ・会議）は225 ± 0．92点，絵 6 （手

術 ・介助技術）は3．28± 0．78点，絵 7 （説明） は2，23

± 0．89点，絵 8 （患者 ， 家族指導，教育）は 2．42± 0．87

点， 絵 9 （情報，デ
ータの 操作， 管理） は 1．62± 0．76

点，絵 10 （救命救急） は 2．79±0，90点で あ っ た 。 上記

の うち，平均点 が 3．5点以 上 もの は，絵 1，絵 3 ， 絵

4 の 3項目で あ り， 2点未満 の もの は絵9 で あ っ た 。

8，自由記載より

　 看護婦イ メ
ー

ジ に 関す る意見 ， 改善へ の 具体策等 に

っ い て 記載 さ れ た結果を 1）〜4 ） に 述 べ る。

　 1） マ ス メ デ ィ ア を利用 して看護職の 仕事をア ピー

　 ル す る

a ．TV の ド キ ュメ ン タ リ
ー

番組 を増や す

看護 の 専門，テ
ー

マ 別に特別番組 　コ マ
ー

シ ャ ル を

入れ る

b．低 レ へ
“

ル，イ メ
ージ が か け離れ て い る もの に

は抗議を職能団体で行う

C ．一
般新聞へ の 投稿

2）専門性を外部 （病院外，
一

般等 で ） で 提供，生

かす。

地域，講演活動 （老人 ク ラ ブ，民間の 会社 集会等）

3）病院施設を一般，地域へ 開放する

中， 高校生 ，
ボ ラ ン テ ィ ア を積極的に受け入 れ る

4 ）訪問看護 な ど の 役割，業務 を社会 に 具体的 に P

R す る 。

イ ン タ
ーネ ッ ト活用 の有用性の 強調等 。

考　　察

1，調 査背景 と背景

　調査対象と背景で は，ほとん どが役職に付い て い な

い
一

般 の 看護婦 で あ り， 学歴 で は 高等学校卒業後 に 看

護専門学校 に 学 ん で い る 。 年齢は20〜30歳代 の 若 い 層

で あ っ た 。 勤務場所は ほ とん どが病棟に 勤務して お り，

診療科で は混合病棟 と して 機能 して い る状況 に あ っ た 。

また， 6割の 人 が 職場を変わ っ た経験が な い と い っ た

状況 は，病院 に勤務する看護婦の 平均的 な背景 と ほぼ

一
致 を 見比較的安定的 な職場 環 境 に あ る とい え よ う

13）
。

2 ．現実像

　 1）現実像 で 強い と応 え た イ メ
ージ は，「24体力 が

必 要」，「26忙 しい 」 が 最 も強 く，次い で 「55観察力 が

必要」で あ っ た 。 こ の こ とは，対象者の ほ とん ど は病

棟勤務の 看護婦で あり，日頃の 看護業務内容，労働条

件 の 実態 を そ の ま ま表 して い る と い え よ う。

　看護婦の勤務時間，超過勤務時間の 調査 におい て は，

「超過勤務を した 正職員 は 81．1％ で ，
こ の 値 は89年調

査 と同 じで あ る」
14）

と あ るが，しか し，1995年，同様

の調査報告書で は若干 の 改善が 見 られ て い るとある

が
15），現実 もイ メ ージ も忙しい 。 ま た，看護業務内容

の 実態調 査 に お い て も，バ イ タ ル サ イ ン ズ の 測定 （体

温，脈拍，血圧などの 測定，以後 V 。 S とする）や清

潔 ， 輸液の 管 理 と い っ た内容は変 わ らず仕事の 多 くを

占め て お り，また，周辺業務，い わ ゆ る補助業務 の 分

担も整理 の 困難な状況ともい われ，看護婦はまさ に体

九 忙しい
， 観察力が 必要 で あ る こ との 実態 で あ る

匸6）
。
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　 2）弱い イ メージは ， 「12’めめしい 」， 「14’卑わい」，

「4r セ ク シ
ー
」 で あ り，専門 の 職業を担 うもの と して

は否定 さ れ る職業倫埋 病院倫理 社会的役割の イメ ー

ジ な ど を 認識 して い る と こ ろ の あ らわ れ と評価さ れ

る
11・　le）

。

3 ．理 想像

　 1）理想像に お け る強い イ メージ と して は，「55観

察力を要す る」， 「22正確な」， 「15責任感の あ る」， 「40

専門的」，「56技術の 熟達」，そ して ，「20健康的な 」，

「25あた た か い 」，「21や りが い の あ る 」 と い っ た 順序

で あ っ た 。

　看護の将来的役割の 中で
19）
，「おそ らく，情報を処

理 し，未来 の 不確実性 に適応する才能 の あるこ とが，

過去 の 学業成績評点や く私 はつ ね に 人 々 を援助した い

と思 っ て い ま した〉とい う言葉の中に通常込め られ て

い る願望 よ りも未来 の 看護婦 に と っ て 望 ま しい 資質 で

ある」 と述べ れて い る こ とは，目標としたい 像 の
一

側

面 で もあ ろ う。しか し，専門職 として 理想 とする像を

描 く こ と は難 しい と もい え る 。 そ の 要因 と して は現実

の 病院の 看護で は，患者に対する実践は医師が 出す

「指示」 に 基 づ くとい っ た シ ス テ ム ，環境 の 中で 理想

とする目標，理念，像を見い だ す こ とは で き に くい と

い え る。

4 ．メ デ ィ ア 像

　メ デ ィ ア 像は ， 白衣 ， キ ャ ッ プ とい っ た看護婦の 外

見，美人， 清楚と い っ た女性性で い わ ゆ る ス テ レ オ タ

イ プ そ の もの の 像で あ る と明確に 捉 え て い た 。 女性 の

ス テ レ オ タ イプな特質として
m），挙げられ て い る項目

に ， 依存的， 受動的， もろ い
， 非攻撃的， 非競争的，

他人 に 訓練さ れ る，感情移入的，主観的，順応的な ど

で ある。

一
方，男性 の ス テ レ オ タイプ として は

m）
独立

的 ， 競争的，仕事指向， 自己訓練 で きる ， 冷静な， 客

観的な ど で あ り，女性の特質は，適切な行動と は相反

し平等の 視点 で は明 らか に 矛盾す る もの で あ る 。 弱 い

イ メ
ージ と して 否定的 な人格 は さて おき，研究的，経

済的観念， 研究的， 科学的， 理論的とい っ た項目が下

位 に あ る こ とは ， メ デ ィ ア の 日頃の 看護婦 の 扱 い の 傾

向が顕著に 表されて い ると い える。

　ま た ， 「キ ャ ッ プ とユ ニ フ ォ
ーム は 「看護専門職」

の 印， あ らわ れ と して 扱わ れ，印象づ け られ て い る 。

しか し，ユ ニ フ ォ
ーム を着る の はサ

ービス労働者で あっ

て専門職で はな い と看護婦 が指摘す る こ と は め っ た に

ない
Zl）
」 と明確 に述 べ て い る。

5．現実像，理想像およびメ デ ィ ア像との 2群比較

　 1）現実像 と理想像 と の 比較

　現実像の 得点が理想像よ り有意に高い 項目は 「1白

衣」， 「2 キ ャ ッ プ」 と い っ た外見に 関 して で あ り， こ

の こ とは職場 の 現実 の あらわれとい え るb理想像 の 得

点 が 現実像 よ り有意 に 高 い 項 目は 「6 清楚」，「7 や さ

しい 」， 「8 “
た く ま しい 」， 「9誠実」 とい っ た41項目

あ るが ， 傾向に つ い て は専門職の 自律性を あ わ らす項

目に と ど ま らず，多様性を有 して い ると い え よ う。 ま

た，現実像 と理想像 との 比較 で は乖離 が 認 め られ，特

に 理想を描 くこ との 難しい一面 と い え る 。

　 2）現実像とメ デ ィ ア像との比較

　現実像 の 得点が メ デ ィ ア 豫より有意 に高い 項目で は，

い わ ゆ る 3K ， 汚 い
， 危険， 低賃金 ， 忙 しい とされ る

他に ， 現実の イ メージ と合致す る傾向の 32項目が あ っ

た 。 例 え ば 「24体力が 必要」 「21や りが い の あ る」 「22

正確な」「15責任感 の あ る」「8 ’
た くま しい 」 など。

この こ とは メ デ ィ ア で は見逃 され て い る ことで あろ う。

　 メ デ ィ ア 像の 得点が現実橡 よ り高い項目で は 「2キ ャ ッ

プ 」，「3白い ス ト ッ キ ン グ」，「ポ 美人」 など外見的

な 像 と 「14
’
卑わ い 」， 「27

°
陰険」， 「12’め め しい 」，

「41tセ ク シ ーな」 ど否定的な傾向が見 られ た 。 こ の こ

とは看護婦 の 現実をより誇張され て い る。

　両群を比較して み る と全 くの 違い を見せ て お り，
イ

メ
ージ の 違 い が明確 に 表明され て い た 。 メ デ ィ ア に よ

る看護婦の 取 り上げか た に ，改善の 余地が あるこ と は

明 らか で あ る 。

6．絵 に よる現実イ メージに つ い て

　絵に よ る現実艨で は，脈拍を測定を行う，与薬を行

う，輸液管理 を行うの 3項目の 平均値が高か っ た 。 こ

れ らの 項 目は，臨床で行われて い る 日常 の 看護業務 で

あ り， 現実像と合致す る 。 しか し， 看護婦の イ メ
ージ

と して 強い傾向は自らの業務範囲 を 限定す る こ と に な

り，こ れ らの イ メ
ージ からの 早急 な脱却と，イ メ

ージ

の 転換を看護婦 自身が 率先 して行 っ て い く必要があ る

と考え られ る 。 逆に ，
コ ン ピ ュ

ータを操作 して い る絵

が 10項 目の うち で 最 も低 い 値 で あ っ た 。
ベ

ッ ドサ イ ド

で の 看護実践を大切に して い るわが 国 の 看護職に と っ

て は，ある面納得の い く結果で あ る と考え るが，しか

し， 今日 ， 急速 な変化 ， 発展 を遂 げ る コ ン ピ ュ
ータ化

を看護実践に お い て 情報交換 ， 看護共同研究な ど に お

い て も活用は必須で あり現実 に お て も，イ メ
ージ的 に

も展開が期待 され る。最後 に，看護婦 ・士 に関する呼
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称 に っ い て ，両性 （女性，男性） を統
一

した名称を考

え，　
“

婦
”

だ けで は な い イ メ
ージ を さ らに図る こ と も

必要で あ ろ う
n ）

。

7．今後 の 課 題

　本研究で 用 い た独自の 調査票，分析手法にっ い て の

信頼性，妥当性の 検証 は 不十分で あ り課題 と して い る。

ま と め

　看護婦 イ メ
ージ を64項目の 質問紙を用 い，現実像，

理想像，メ デ ィ ア 像の 3 っ の 側面 か ら検討 した 。

　現実像 で は，  体力が 必要，  観察力 を要す，な ど

で あ っ た。理 想像 で は ，  観察力 を要す，  正確 な，

  責任感の 有るな ど で あ っ た 。 メ デ ィ ア 像で は，  白

衣 ・キ ャ ッ プ，  白い 靴 ・ス ト ッ キ ン グ，な どで あ っ

た 。 絵に よ る現実イ メ ージ で は，輸液管理，与薬，脈

拍測定 な どの イ メ
ージが強 く，情報管理 の イ メ

ージが

弱か っ た 。

　現実像，理想像，メ デ ィ ア 像 の 2 群間比較 で は，現

実像が メ デ ィ ア より高い 項目は看護婦 の 現実的 な面を

表し ，
メ デ ィ ア 像が 現実像よ り高い 項目で は ， 外見 ，

否定的 な項 目で あ り両群で は 明 らか な違い が見 られ た 。

　本研究の一部は， 日本看護科学学会第17回学術集会

（神戸） に お い て 発表 した。
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